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金
滞
古
蹟
志
巻
五

門
。
自
亀
坂
水
門
主
a
石
引
町
水
門
-
三
百
四
十
間
四
尺
。
自
昌
石
引
町

水
門
-
至
昌
皐
校
外
升
形
-
五
百
四
十
三
間
四
尺
。
皐
校
境
内
水
道
七
十

問
。
串
校
升
形
中
八
間
四
尺
。
自
v
回延至
E

蓮
池
-
也
。
凡
自
=
上
辰
巳
河

口
-
逮
弘
所
吋
行
程
二
塁
凶
十
四
問
也
。
難
昌
園
秘
-
姑
蹴
v
之。

。

蓮

池

掘

此
の
掘
を
今
俗
に
百
聞
掘
と
呼
ぺ
り
。
蓮
池
の
名
は
、
昔
披
地
に
本

源
寺
有
り
し
頃
.
僅
か
な
る
潟
池
に
て
、
共
の
比
蓮
池
と
-
な
し
た
り

し
遺
稀
た
り
と
云
ひ
停
へ
た
り
。
関
屋
政
春
古
兵
談
に
云
ふ
。
金
滞

披
蓮
池
の
掘
は
‘
昔
は
洞
掘
に
て
、
高
石
垣
の
所
も
切
立
て
の
土
手

也
。
佐
久
間
玄
馨
居
住
の
時
、
才
川
の
奥
田
尾
・
見
定
と
云
ふ
庭
、
玄

蕃
思
の
健
に
廻
h
y
粂
ぬ
る
o
或
時
、
玄
審
彼
按
徐
り
手
溜
に
候
問
、

掘
普
請
を
山
中
の
者
共
に
顧
み
度
し
と
い
ふ
。
心
得
申
す
と

τ、
究

党
の
者
共
三
百
人
許
来
て
姻
普
請
を
す
る
。
然
る
蕗
奥
村
河
内
屋
敷

の
方
と
本
丸
の
方
よ
り
取
=
包
之
一
四
方
よ
り
さ
し
た
る
し

τ
磁
ら

や
討
殺
す
。
骨
ご
わ
の
者
皆
討
た
れ
て
、
そ
れ
よ
り
山
内
治
る
と

去
ひ
停
へ
た
り
と
。
叉
云
ふ
。
尾
山
械
は
共
初
小
立
野
の
尾
崎
を
掘

り
断
ち
、
是
に
築
く
。
共
掘
切
は
、
今
臭
村
伊
諜
屋
敷
と
披
と
め
聞

の
蓮
池
た
り
。
高
石
越
の
所
も
切
立
の
土
手
也
。
蓮
池
よ
り
堂
形
の
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頃
よ
り
密
接
也
。
寛
永
九
年
微
妙
公
、
辰
巳
水
道
を
開
通
せ
ら
る
L

よ

り
水
墜
と
た
る
よ
し
、
閥
屋
政
春
古
兵
談
に
記
せ
り
。
と
い
へ
り
。

s 
丸

此
の
曲
輸
は
.
三

J

丸
升
形
門
の
外
、
尾
坂
門
内
の
一
曲
輸
を
い
へ

り
。
参
議
中
将
綱
紀
卿
の
時
、
新
丸
と
一
冨
ふ
所
に
緯
罷
在
哉
の
旨
等

間
し
給
ふ
に
付
き
.
有
海
捕
三
郎
致
貞
よ
り
一
覧
に
供
し
た
る
金
棒

城
古
闘
の
馬
に
、
富
田
越
後
等
の
居
第
を
記
載
し
、
付
札
に
此
の
越

を
新
丸
と
申
す
由
と
あ
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
新
丸

は
作
事
所
の
境
内
と
注
す
聞
も
あ
れ
ど
も
、
按
宇
る
に
必
宇
此
の
境

内
の
仇
郎
防
ら
占
3

・
惣
て
今
云
ふ
尾
坂
門
よ
り
八
十
七
聞
の
内
を
新

丸
と
一
冨
ひ
し
休
た
り
。
批
の
廓
は
箆
長
問
年
の
新
築
ゆ
ゑ
、
新
丸
の

蹴
あ
る
成
る
べ
し
と
云
々
。
平
次
按
宇
る
に
、
慶
長
四
年
に
此
の
新

丸
を
更
に
出
丸
と
な
し
城
郭
内
と
せ
ら
れ
し
は
、
慶
長
四
年
間
三
月

利
家
卿
苑
去
、
同
年
八
月
利
長
卿
大
坂
を
裂
し
‘
九
月
蹄
闘
し
給
ふ

慮
、
大
坂
に
於
て
加
賀
陣
の
浮
説
起
り
、
既
に
加
賀
征
討
の
内
命
あ

り
し
頃
に
、
高
山
南
坊
利
長
卿
の
命
を
奉
じ
、
大
手
先
を
張
り
出
し

た
る
も
の
也
。
三
州
志
陵
部
砿
飴
考
K
-
2
ふ
。
慶
長
四
年
己
亥
間
三
月

三
目
、
国
組
織
津
州
大
坂
城
の
高
邸
に
菟
宇
。
瑞
髄
公
八
月
廿
八
日

金
滞
古
蹟
志
巻
五

ニ
O

方
へ
押
凹
る
角
に
古
へ
の
清
水
あ
り
。
金
銀
の
窓
母
浮
ぷ
。
是
を
金

津
と
云
ふ
。
共
頃
は
蓮
池
は
油
掘
也
と
云
ム
。
有
潔
武
貞
朱
替
に
一
宮

ふ
。
辰
巳
水
道
出
来
し
て
よ
り
、
水
か
aa
る
友
り
。
と
あ
り
。
按
守

る
に
、
佐
久
間
玄
審
石
川
郡
日
尾
・
見
定
の
邑
民
を
し
て
蓮
池
掘
を

掘
ら
し
め
た
る
は
.
天
正
八
年
入
城
以
後
に
て
、
十
一
年
四
月
玄
蕃

滅
亡
以
前
の
事
怠
る
ぺ
し
。
奥
村
河
内
屋
敷
或
は
伊
猿
屋
敷
と
あ
る

は
、
皆
後
の
名
穏
を
以

τ記
載
せ
し
も
の
也
。
三
州
志
の
陸
に
も
1

伊
強
第
と
あ
る
は
‘
後
の
第
地
に
非
十
。
今
の
簡
明
校
の
地
に
、
元
秘

丸
年
ま
で
有
り
し
第
を
指
す
た
り
。
と
い
へ
り
。
今
の
串
校
の
地
と

は
、
今
金
棒
紳
祉
の
地
漣
也
。
叉
今
吉
開
掘
と
邸
側
す
れ
ど
、
三
州
志

来
因
概
覧
附
録
に
、
蓮
池
壌
の
長
さ
百
五
十
間
‘
幅
石
川
門
の
方
三

十
問
也
。
夫
よ
り
東
へ
か
け
次
第
に
幅
狭
く
た
る
。
と
い
へ
り
。
又

按
宇
る
に
、
此
の
掘
の
傍
な
る
往
来
脇
の
地
を
古
来
蓮
池
と
呼
ぺ

り
。
往
昔
郡
山
仰
の
遺
践
は
此
の
地
に
て
、
此
の
漣
り
さ
。
撃
な
る
に
よ

り
蓮
池
掘
と
稽
す
る
放
と
い
ふ
銑
あ
り
。
但
し
宮
岡
景
周
の
蓮
池
考

に
は
、
蓮
池
の
地
は
古
来
よ
り
の
名
に
非
宇
。
監
の
名
に
蓮
池
あ
り
。

其
の
議
り
に
あ
る
地
怠
る
故
に
、
後
人
此
の
地
を
蓮
池
と
音
に
て
唱

で
蓮
池
掘
と
共
の
名
を
分
つ
よ
し
也
。
此
の
監
は
古
へ
本
源
寺
の

浪
華
を
穫
し
.
金
揮
に
還
城
也
。
b
b
r

十
月
浪
撃
に
於
て
加
賀
侯
反
し

て
出
師
の
巷
説
紛
如
た
り
。
我
が
闇
へ
も
上
園
の
打
乎
向
ふ
の
流
聞

頻
り
也
。
図
っ
て
高
山
南
坊
長
国
m
k
命
じ
‘
金
城
下
の
締
垣
を
修
し
.

内
監
を
疏
盤
し
て
要
害
を
設
〈
云
々
。
自
註
に
一
試
ふ
。
頃
者
瑞
能
公
、

越
中
宮
山
漣
を
巡
見
し
給
ふ
所
へ
細
川
忠
興
よ
り
密
書
到
来
、
此
の

.
度
大
坂
騒
ぎ
の
次
第
を
告
ぐ
。
公
披
見
有
っ
て
卸
白
金
津
へ
勝
城
、

老
臣
と
之
を
議
し
、
卸
ち
甫
坊
に
命
じ
て
披
緑
垣
を
修
し
、
内
壌
を

設
く
る
注
り
。
相
停
ふ
。
是
士
普
請
に
て
、
二
十
七
ク
自
に
し
て
成

る
と
云
ふ
。
旦
此
の
録
緒
器
械
・
雲
中
織
の
支
度
ま
で
聾
〈
成
り
て
、

防
戦
の
備
へ
専
ら
友
り
し
と
あ
り
。
内
壌
は
卸
ち
今
の
内
惣
様
是
・
な

り
。
と
い
へ
り
。
青
地
砲
斡
の
本
務
略
鱒
に
云
ふ
。
腹
長
四
年
八
月

二
十
八
日
蹄
v
藩
至
a
金
津
城
吋
・
今
数
多
十
月
.
説
=
雷
公
謀
叛
吋
東
照
君

崎
伊
討
v
之
，
乃
使
昌
横
山
長
知
設
五
品
。
得
v
解
。
東
照
君
要
v
質

d

於
v
是
太

夫
人
高
畠
氏
及
・
奮
励
之
匡
村
井
長
額
・
山
崎
長
郷
賞
。
守
=
伏
見
城
目
立
〈
“

明
年
五
月
廿
目
。
東
照
君
強
使
=
太
夫
人
質
a
於
共
封
圏
武
州
江
戸
吋
六

月
三
日
至
=
子
江
戸
吋
長
額
・
長
郷
亦
符
震
と
a

按
宇
る
に
、
此
の
時
の

情
貨
は
、
村
井
長
明
の
象
賢
紀
時
に

E
細
に
記
載
す
。

O
海
土
宗
光
艶
寺
奮
地




